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イスラーム地域研究機構の活動報告
イスラーム地域研究機構の活動報告二〇一四年度をふりかえって　
早稲田大学イスラーム地域研究機構を中
心拠点とするイスラーム地域研究のネットワークは、二〇〇八年度「人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業」 （文部科学省）に採択され（一〇年度より「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業」と改訂） 、また二〇〇八年一〇月には共同利用・共同研究拠点として文部科学大臣認定を受け、共同研究拠点の構築に努めています。　
早稲田大学イスラーム地域研究機構で
は、以下のような活動を行っています。　　
一．イスラーム地域研究セミナー
　　
二．公募研究
　　　
 『旅行記史料が結ぶ近世アジアとムスリムの世界像』
　　　
 『メガシティとしてのイスラーム都市――ジャカルタとカイロを中心に』
　　　　
 『中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割――湾岸地域を中心にして』
　　
三．ＮＩＨＵ事業
　　　　
 『イブン・ハルドゥーン自伝講読会』
　　　　
 『アラブ・イスラーム哲学における唯物論的諸傾向』読書会
　　　
 『イブン・スィーナー『治癒の書』研究会』
　　　
 『イブン・ファドル・アッラ ・ウマリー原典講読会』
　　　
 『イスラーム地域研究・若手研究者の会』
　　　
 『イスラームとジェンダー研究会』
　　　　
 『エジプト・コプト＆イスラ ム物質文化研究会』
　　
四．日本学術振興会拠点形成事業Ｂ．
　　　　
アジア・アフリカ学術基盤形成型
　　
五．
 科学研究補助金（基盤形成Ｂ事業）
　　
六．大学間連携等による共同研究
　　
七．鹿島学術振興財団研究助成
　　
八．その他の活動
　　
九．他拠点の活動
?
?
?????????????
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構で
は、二〇〇九年度四月より月一回のペース
で（原則第四水曜日、一六時から）定例研究会を開催してきました。　
二〇一三年度からは名称を「イスラーム
地域研 セミナー」と改め、不定期に開催することといたしました。　
以下に今年度のセミナーの報告者と題目
を記します。なお今後も続行を予定しており、多くの方々の参加を切に望みます。▼第三回イスラーム地域研究セミナー 
二〇一四年七月一八日
報告者
　
吉村貴之
（早稲田大学）
題目
　
 「そして人々は故郷を目指す――ソヴィエト・アルメニアの「祖国帰還」事業を通して見る冷戦初期のソ連・中東関係」
▼第四回イスラーム地域研究セミナー 
二〇一五年二月二日
報告者
　
福田安志（
早稲田大学）
題目
　
 「一六―二〇世紀のマスカトのインド人――その役割・立場の変遷をめぐって」
▼第五回イスラーム地域研究セミナー
 　
 
二〇一五年二月二七日
報告者
　
中谷礼仁（
早稲田大学）
 
題目
　「石の重さ」
▼第六回イスラーム地域研究セミナー 
二〇一五年三月四日
報告者
　
砂井紫里
（早稲田大学）
題目
　
 「日本と台湾の
‘ ムスリムフレンド
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’ 」
報告者
　
細田和江
（中央大学）
題目
　「日本発コシェル食の現状」
報告者
　
澤井一彰
（早稲田大学）
題目
　
 「オスマン帝国における発酵食品とハラール認識」
?
?
????????
　
早稲田大学拠点では、文部科学省「特色
ある共同研究拠点の整備の推進事業」の一環として共同研究課題の公募を行い、以下三件の公募研究を二〇一三年一〇月より開始いたしま た。　「旅行記史料が結ぶ近世アジアとムスリムの世界像」 （代表・守川知子、北海道大学）　「メガシティとしてのイスラーム都市――ジャカルタとカイロを中心に」 （代表・村松伸、総合地球環境研究所）　「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割――湾岸地域を中 して」 （代表・辻上奈美江、東京大学）二〇一四年度の活動の成果を報告いたします。▼二〇一四年五月一七日第一回「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割」研究会報告者
　
長岡慎介（
京都大学）
題目
　
 「中東湾岸系イスラーム金融のグ
ローバル化・再考――構造変動後の新潮流とその意義」
▼二〇一四年七月六日第一回「旅行記史料が結ぶ近世アジアとムスリムの世界像」研究会報告者
　
今松泰（
京都大学）
題目
　
 「イスラームの遊行する者たち――カランダルの潮流」
報告者
　
稲葉穣
（京都大学）
題目
　
 「旅行記・道・フロンティア――歴史的アフガニスタンをめぐって」
▼二〇一四年七月一二日第二回「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割」研究会報告者
　
石黒大岳
（アジア経済研究所）
題目
　
  「湾岸諸国のムスリム同胞団とサラフ主義」
▼二〇一四年九月五日第三回「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割」研究会報告者
　
 保坂修司
（日本エネルギー経済研究
所中東研究センター）
題目
　
 「液状化するサイクス・ピコ体制とカリフ国家」
▼二〇一四年一一月一日～二日第四回「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割」研究会報告者
　
小杉泰
（京都大学）
題目
　
 「イスラーム政治の現在――現代思想のグローバルな眺望の中で」
コメント
　
 保坂修司
（日本エネルギー経済研
究所中東研究センター）
ディスカッサント石黒大岳
（アジア経済研究所）
佐藤尚平
（金沢大学）
報告者
　
辻上奈美江
（東京大学）
題目
　
 「 『アラブの春』とジェンダー秩序」
コメント
　
大川真由子
（早稲田大学）
ディスカッサント千葉悠志
（東京大学）
▼二〇一五年一月一七日二〇一四年度第一回「メガシティとしてのイスラーム都市――ジャ ルタとカイロを中心に」研究会報告者
　
内山愉太
（総合地球環境学研究所）
題目
　
 “C
haracteristics of Population 
D
istribution and Local Environm
ent of 
C
airo in 18 m
egacities”
報告者
　
西本真一
（サイバー大学）
題目
　
  “Investigation to C
airo, 24th D
ecem
ber, 
2014 - 11th January, 2015”
報告者
　
岩崎えり奈
（上智大学）
題目
　
 “V
iew
ing C
airo from
 U
rban-R
ural 
R
elationship”
報告者
　
 A
del Shalaby (N
ational A
uthority for 
R
em
ote Sensing and Space Science, 
153 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 7（2015.3）
イスラーム地域研究機構の活動報告
Egypt ) 
題目
　
 “U
rban Spraw
l of G
reater C
airo and its 
Im
pact on the Fertile A
gricultural Land 
U
sing R
em
ote Sensing and G
IS”
▼二〇一五年二月八日第二回「旅行記史料が結ぶ近世アジアとムスリムの世界像」研究会報告者
　
川本正知
（奈良女子大学）
題目
　
 「ムジャッディディーヤ以前のナクシュバンディー教団のオスマン朝領域への伝搬：アブド・アッラー・ニダーイーの旅を手掛かりにして」
▼二〇一五年二月一〇日第五回「中東政治・経済の構造変動とイスラーム・アラブの役割」研究会報告者
　
 加藤博
（一橋大学）
、岩崎えり奈
（上智大学）
題目
　
 「社会階層の流動化とエジプト革命」
▼二〇一五年二月一二日二〇一四年度第二回「メガシティとしてのイスラーム都市――ジャカルタとカイロを中心に」研究会報告者
　
 長谷川奏
（日本学術振興会カイロ学
術研究センター）
題目
　
 「前イスラーム時代の都市・村落――エジプトの事例」
報告者
　
深見奈緒子
（国士舘大学）
題目
　
 「歴史から見た都市の五類型と巨大都市の歴史」
?
?
??????
　
ＮＩＨＵ（人間文化研究機構）事業とし
て、原典の共同研究・講読会、 「イスラームとジェンダー」研究会、イスラーム地域研究・若手研究者の会、ＩＮＤＡＳ（現代インド地域研究）と 連携事業、エジプト・コプト＆イスラーム物質文化研究会等の活動を行っています。二〇一四年度には以下の研究会を開催いたしました。　
なお「イブン・ハルドゥーン自伝講読
会」は、ＷＩＡＳ・ＳＩＡＳによる「イスラーム地域研究に関する学術協定書」に基づく研究活動です。▼イブン・ハルドゥーン自伝講読二〇一四年度第一回（二〇一四年四月五日） 、第二回（四月二六日） 、第三回（六月一四 七 一二日） 、第五回（九月一三日） 、第六回（一〇月四日） 、第七回（一一月一日）
、
第八回（一二月六
日） 、第九回（二〇一五年一月 〇日） 、第一〇回（二月 四日） 、第一一回（三 七日）▼イブン・スィーナー『治癒の書』研究会第六五回（二〇一四年一一月二二▼『アラブ・ スラーム哲学における唯物論的諸傾向』読書会第二五回（二〇一四年七月五日）
、第二六
回（一一月二九日） 、第二七回（二〇一五
年三月一四日）▼イブン・ファドル・アッラー・ウマリー原典講読会二〇一四年度第一回（二〇一四年四月一二日） 、第二回（五月二四日） 、第三回（六月二八 八 〇日） 、第五回（九月二七日）
、
第六回（一一月一日） 、第
七回（一二月七日） 、第八回（ 五年一月二四日）
、第九回（三月八日）
▼「イスラームとジェンダー」研究会二〇一四年度第一回研究会：公開シンポジウム「革命後イランにおける映画と社会」（二〇一四年七月五日）共催
　
 トヨタ財団研究助成・イラン映画研究プロジェクト
第一セッション司会
　
森田豊子
（鹿児島大学）
コメンテーター
　
 鈴木珠里
（大東文化大学）
報告者
　
 ケイワン・アブドリ（
神奈川大学）
題目
　
 「イランの映画産業史：政治経済学的アプローチから」
報告者
　
 ゴドラトッラー・ザーケリー（テヘラン大学）
題目
　
 「日本とイランの映画交流」
報告者
　
 貫井万里
（日本国際問題研究所）
題目
　
 「一九七九年イラン革命後 映画政策」
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第二セッション司会
　
井堂有子
（東京大学）
コメンテーター
　
 川瀬慈
（国立民族学博物館）
報告者
　
 ナグメ・サミーニー
（テヘラン大学）
映像紹介
　
 “To B
e M
arginalized, or N
ot To 
B
e M
arginalized : W
om
en as 
C
inem
a D
irectors in Iran” （監
督：
M
ona Zandi, 日本語字幕あ
り）
報告者
　
 鈴木均
（日本貿易振興機構アジア経
済研究所）
映像紹介
　
 「聖木と井戸：イランの地方小都市調査から」 （監督：鈴木均、日本語字幕あり）
第二回研究会（二〇一四年一二月一一日）報告者
　
 細谷幸子
（イラン国立エマーム・ホ
メイニー病院脳・脊髄神経研究センター国際研究員）
題目
　
 「イランの『治療的人工妊娠中絶法』をめぐる議論」
▼イスラーム地域研究・若手研究者の会二〇一四年度四月例会（二〇一四年四月一九日） 、五月例会（五月三一日） 、六月例（六月二一日） 、七月例会（七月一九日） 、一〇月例会（一〇月一二日） 、一一月例会（一一月二九日） 、一二月例会（一二月一三日） 、 月例会（ 一月三一日） 、二月例会（二 二八▼エジプト・コプト＆イスラーム物質文化
研究会第一回研究会（二〇一四年五月一七日）報告者
　
桝屋友子
（東京大学）
 
題目
　
 「エジプトのイスラーム美術：魅力と重要性」
報告者
　
 長谷川奏（
日本学術振興会カイロ研
究連絡センター長）
題目
　
 「エジプトの文化財保存問題：首都圏と地方都市」
第二回研究会： 「コプト・イスラーム物質文化研究会」 「中世建築研究会」合同研究会（二〇一四年七月一九日）報告者
　
 真道洋子
（早稲田大学・ （公財）東
洋文庫）
題目
　
 「エジプトの発掘調査とイスラーム考古学～フスタート遺跡を中心に～」
報告者
　
三宅理一
（藤女子大学）
題目
　「エジプト、コプトの建築文化」
報告者
　
 佐々木淑美（
日本学術振興会特別研
究員ＰＤ、東京文化財研究所）
題目
　
 「ハギア・ソフィア大聖堂およびアヤ・イリニ聖堂におけるモザイクの材料・技法調査と保存環境調査」
第三回研究会（二〇一四年一一月八日）報告者
　
辻村純代
（国士舘大学）
題目
　
 「アコリス遺跡にみるコプト社会」
報告者
　
深見奈緒子
（早稲田大学）
題目
　
 「カイロのイスラーム建築に関する情報――早稲田大学イスラーム地域研究機構データベース」
第四回研究会（二〇一五年三月六日）共催
　
 東京大学東洋文化研究所班研究「イスラーム美術の諸相」
　　　
国士舘大学イラク古代文化研究所
　　　
 日本学術振興会科 研究費基盤研究「モノの世界から見た中世イスラームの女性――ガラス器と陶器を中心に」
報告者
　
鎌田由美子
（慶応義塾大学）
題目
　「マムルーク朝絨毯について」
報告者
　
辻明日香
（東京大学）
題目
　
 「中世ヌビアのキリスト教社会――カスルイブリーム遺跡の出土物を中心に」
▼現代インド地域研究（ＩＮＤＡＳ）との連携事業▼二〇一四年一〇月三日ＩＡＳ―ＩＮＤＡＳ連携事業「南アジアとイスラーム」シンポジウム「英領インドにおける諸宗教運動の再編――コロニアリズムと近代化の諸相司会
　
三尾稔
（国立民族学博物館）
報告者
　
杉本良男（
国立民族学博物館）
題目
　「ネオ・ヒンドゥイスムの系譜学」
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報告者
　
東聖子（
早稲田大学）
題目
　
 「スィク教改革運動とインド独立運動によるスィク・アイデンティテイの改編」
報告者
　
山根聡
（大阪大学）
題目
　
 「ウルドゥー語の「イ ラーム化」によるムスリム改革運動の大衆化」
▼二〇一四年一〇月五日ＩＡＳ―ＩＮＤＡＳ連携事業連携事業「南アジアとイスラーム」シンポジウム「前近代南アジアにおけるイスラームの諸相――在来社会との接触・交流・変容」報告者
　
真下裕之
（神戸大学）
題目
　
 「 「インド史」の成り立ちについて： 「ヒンドゥー時代」と「ムハンマド教徒時代」 」
報告者
　
北田信
（大阪大学）
 
題目
　
 「感覚のカクテル――ダカニー・ウルドゥー語詩におけるメタファーの変遷」
報告者
　
榊和良
（北海道武蔵女子短期 学）
 
題目
　「翻訳文化の示す学知と創造性」
報告者
　
二宮文子
（青山学院大学）
 
題目
　
 「生活の知恵として読むスーフィー語録」
報告者
　
小倉智史
（日本学術振興会）
題目
　
 「ムスリム社会形成期カシミールに
おけるイスラームと在来宗教」
▼二〇一四年一一月一六日ＩＡＳ―ＩＮＤＡＳ連携事業研究会「南アジア世界におけるシーア派イスラームの展開」共催
　
 科研費基盤（Ｂ） 「中東・アジアのイスラーム系宗教大学の留学生獲得戦略――知のグローバル化とローカル化」
第一部
　
シーア派から見た南アジア世界
報告者
　
桜井啓子
（早稲田大学）
題目
　
 「バングラデシュのシーア派――
イ
ランとのつながりを中心に」
報告者
　
黒田賢治
（日本学術振興会）
題目
　
 「インド・ムンバイ市におけるア派――新秩序形成とイラン国家
第二部
　
南アジア世界から見たシーア派
報告者
　
榊和良（
北海道武蔵女子短期大学）
題目
　
 「交差する空間――インド思想文化史におけるシーア派イスラーム」
報告者
　
二宮文子
（青山学院大学）
題目
　
 「スーフィーとシーア派」
?
?
 ????????????
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構を拠
点とする研究交流課題「多文化環境下にお
ける価値の交渉――イスラームとの共生に向けた発展的研究」が、日本学術振興会研究拠点形成事業
 （Ｂ．アジア・アフリカ学
術基盤形成型）に採択されました。本研究は、二〇一一年度から二〇一三年度までの日本学 振興会アジア・アフリカ学術基盤形成事業「イスラームと多元文化主義イスラームとの共生に 基礎 究」を基礎とした発展的研 です。二〇一四年度には以下の研究会を催しました。▼二〇一四年六月一七第二回
　
食のハラール性に関する国際シン
ポジウム「グローバルな視点から見る宗教的規範とフードビジネス」第一部
　
グローバルなハラール肉貿易の展
開報告者
　
A
li A
chcar （
スイスハラール）
題目
　
 「南米のハラールチキン：認証とグローバルビジネス」
報告者
　
 A
nw
ar G
hani （
ニュージーランド・
イスラー ム組織連盟（
FIA
N
Z
）／
A
gR
esearch
研究主幹）
題目
　
 「確実なハラール体制を採用した食肉輸出の方法：ニュージ ランドにおける効率的なハラール肉生産」
第二部
　
宗教的な食品認証を巡る動向：ハ
ラール食品とコーシャー食品について報告者
　
 M
ian N
adeem
 R
IA
Z
（
米国テキサス
Ａ＆Ｍ大学食物タンパクＲ＆Ｄセン
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ター）
題目
　
 「米国におけるハラールビジネスとその認証プロセス」
報告者
　
 Florence B
ergeaud-B
lackler （エクス
マルセイユ大学）
題目
　
 「ヨーロッパ五か国におけるムスリム消費者とユダヤ消費者の食行動と認識」
第三部
　
宗教的規範を巡る国際的食ビジネ
スの動き報告者
　
 Jonathan A
. J. W
ilson （ジャーナル・
オブ・イスラミック・マーケティング誌編集長／グリニッジ大学）
題目
　
 「文化及び消費からグローバルに見るハラールサービス」
報告者
　
 D
arhim
 D
ali H
ashim
, B
Sc (H
ons), 
A
.C
.A
. （チタ・カピタル株式会社
G
C
FO
国際ハラー ル統合連盟（
IH
I 
A
lliance ）理事／マレーシア国際イス
ラーム大学研究評議会メンバー）
題目
　
 「製造業のためのグローバルなハラール基準作成の試み」
▼二〇一四年一二月一三～一四日国際セミナー
　
“Islam
 and M
ulticulturalism
: 
Exploring Islam
ic Studies w
ithin a Sym
biotic 
Fram
ew
ork”
一二月一三日第一セッション
報告者
　
 M
d N
asrudin M
d A
khir, A
zm
i M
at 
A
khir and M
rs. Siti R
ohaini K
assim
 
(A
sia-E
urope Institute, U
niversity of 
M
alaya)
題目
　
 “Issues of H
alal Interpretation and its 
Enforcem
ent in M
alaysia”
報告者
　
 福島康博
（東京外国語大学）
題目
　
 “O
bstructions for Japanese C
om
panies 
to Enter into H
alal Food M
arket”
報告者
　
砂井紫里
（早稲田大学）
題目
　
 “M
aking C
uisines H
alal: C
om
parative 
Study of the Im
pact of Japanese and 
Taiw
anese Inbound Policies on Food 
Industry”
報告者
　
 Sukoso, Sasm
ito D
jati, B
am
bang 
S
u
silo
 W
 an
d
 M
u
affiq (T
he H
alal 
Thoyyib Science C
enter of U
niversity 
B
raw
ijaya, Indonesia)
題目
　
 “The G
row
ing of H
alal Thoyyib Life 
S
tyle in Indonesian C
om
m
unity 
H
arm
ony”
第二セッション報告者
　
大川真由子
（早稲田大学）
題目
　
 “Transnational M
igrant W
orkers in the 
A
rab G
ulf C
ountries”
報告者
　
 N
g Sor Tho and M
r. Tey N
ai Peng 
(U
niversity of M
alaya)
題目
　
 “Push and Pull Factors, Issue and 
Problem
s Faced by International 
M
uslim
 Students of U
niversity of 
M
alaya”
報告者
　
川崎のぞみ
（筑波大学）
題目
　
 “C
rossing or Transcending B
orders: 
M
uslim
 Identities of M
others and 
D
aughters”
報告者
　
 O
m
ar F
arouk
 (U
niversity S
ains 
M
alaysia)
題目
　
 “T
he Indonesianization of Islam
 in 
Taiw
an”
第三セッション報告者
　
佐藤尚平
（金沢大学）
題目
　
 “D
ecolonization and the M
igrated 
A
rchives from
 A
sia and A
frica to 
B
ritain”
報告者
　
 M
asha K
irasirova (N
ew
 Y
ork 
U
niversity A
bu D
habi)
題目
　
 “A
n A
nticolonial S
tate?: S
oviet 
Internationalism
 from
 S
talin to 
K
hrushchev”
報告者
　
 M
ohd A
m
inul K
arim
 (A
sia-Europe 
Institute, U
niversity of M
alaya)
題目
　
 “A
re External Factors Im
pacting State-
building in B
angladesh?”
報告者
　
福田安志
（早稲田大学）
題目
　
 “O
m
an and Indian People in 18th and 
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19th C
enturies”
二日目第四セッション報告者
　
坪井祐司
（東京外国語大学）
題目
　
 “The Form
ation of the M
ultilingual 
Public Sphere in B
ritish M
alaya:  
C
ontroversies A
round M
alayness 
D
uring the 1930s”
報告者
　
 N
athalie Peutz  (N
ew
 York U
niversity 
A
bu D
habi)
題目
　
 “Fraudulent Sultans in Fictitious 
 
K
ingdom
s: The B
ogus O
il C
oncession 
as a M
ahri-Socotri C
hallenge to Em
pire 
in the W
estern Indian O
cean”
報告者
　
 M
ohd A
m
inul K
arim
 (A
sia-Europe 
Institute, U
niversity of M
alaya)
題目
　
 “Islam
 in a M
ulti-cultural Society: The 
C
ritical Issue of B
alance”
報告者
　
秋山徹（早稲田大学）
題目
　
 “W
here the Three W
orlds M
et:  K
yrgyz 
N
om
ads B
etw
een the N
om
adic and 
Islam
ic Factors U
nder the R
ussian 
Im
perial R
ule”
第五セッション報告者
　
 C
aroline A
ckley (N
ew
 York U
niversity 
A
bu D
habi)
題目
　
 “The R
ole of Sharia B
ased R
estorative 
Justice in the Transition from
   A
rm
ed 
C
onfl
ict to P
eace B
uilding: D
o S
om
alis 
H
old the V
iew
 that the R
estorative 
Justice A
spects w
ithin Q
isas O
ffer a 
Solution?”
報告者
　
 M
arzia B
alzani (N
ew
 York U
niversity 
A
bu D
habi)
題目
　
 “O
ld Industrial Space, N
ew
 Suburban 
U
ses: T
he A
hm
adiyya M
osque”
報告者
　
 Erin Pettigrew
 (N
ew
 York U
niversity 
A
bu D
habi)
題目
　
 “Shurafa’ or Sorcerers?  
 
D
ebates about G
enealogy, R
ace, and 
Islam
ic K
now
ledge in the Southern 
Sahara”
?
?
????????
             ?????????
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構は、
二〇一二年四月より研究活動の一部を、桜井啓子機構長が研究代表者をつとめる科学研究費補助金（基盤 Ｂ）事業「中東・アジアのイスラーム系宗教大学の留学生獲得戦略：知 グローバル化とローカル化」との共催で実施しています。　
この科研事業の狙いは、留学生の受け入
れや海外展開を通じて次世代ムスリムの育成に多大な影響力をもっているイスラーム系宗教大学に着目し、 「知」の伝播と受容、変容という側面から、現代的なイスラーの知の全体像を描き出すことにあります。
▼二〇一四年三月六日～八日国際会議
“‘Ā
lim
ahs, M
uhaddithahs, and 
M
ujtahidahs’: The Past and Present of Fem
ale 
R
eligious A
uthority in S
hi‘i Islam
ˮ
共催
　
プリンストン大学
報告者
　
 ファヒーメ・モフベル・デズフーリー
（イスラーム自由大学）
題目
　
 「サファヴィー朝期イスファハーンにおける女性ウラマー、女性ムハッディスの系譜に連なるマジュリスィーの娘、アーミナ・ベグム」
報告者
　
 デヴィン・Ｊ・スチュワ ト（
エ
モリー大学）
題目
　
 「女性の学者とイスラーム法教育――アーイシャ・アルバーウーニー（九二二／一五一六没）の場合」
報告者
　
 アリッサ・ギャベイ
（ノースカロ
ライナ大学）
題目
　
 「ファーティマのフトバ――イスラームにおける女性宗教権威の一小論」
報告者
　
 リヤーカト・タキム
（マックマス
ター大学）
題目
　
 「フーイー著『ハディース人物事典』中の女性の声」
報告者
　
 ラファエル・マウリエッロ（
無所
属、翻訳者）
題目
　
 「 「宣教活動のもう片方」――ムハンマド・バーキル・アッサドルのワ
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キールとしてのアーミナ・ビント・アルフダー（アッサドル） 」
報告者
　
 イーディス・サント（
アメリカン
大学（イラク） ）
題目
　
 「ザイナブの名において語ること――シリアにおける女性のシ ア派宗教権威」
報告者
　
 ロバート・グリ
ー
ブ（
エクセター
大学）
題目
　
 「女は男たちの中にいるとき声を上げるべきではない――女性裁判官に対する／のためのイマーム派の議論」
報告者
　
 マルヤム・ルートナー
（ニュー
ヨーク大学）
題目
　
 「イラン・イスラーム共和国におけるイラン人シーア派法学者の著作中にみる女性宗教権威」
報告者
　
 カレン・バウアー
（イスマーイー
リー研究所）
題目
　
 「女性権威の限界――クルアーン的家父長制度を受け入れる女性宗教リーダー」
▼二〇一四年三月一三日「中東・アジアのイスラーム系宗教大学の留学生獲得戦略：知のグローバル化とローカル化」第三回研究会報告者
　
 黒田賢治
（日本学術振興会特別研究
員）
題目
　
 「 「法学者の統治」体制下における国家と宗教界――ホウゼの展開を中心に」
?
?
 ?????????????
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構（Ｗ
ＩＡＳ）と上智大学イスラーム研究センター（ＳＩＡＳ）では、二〇一三年度に締結された「イスラーム地域研究に関する学術協定書」に基づき、共同研究「アジア・アフリカにおける諸宗教の関係の歴史と現状」 、 「イブン・ハルドゥ ン自伝講読会」をはじめとする研究活動において相互に支援・協力を行っています。二〇一四年度には、以下の研究活動を行いました。▼二〇一四年三月二五日ＮＩＨＵプログラム・イスラーム地域研究講演会
“Poverty and Em
ploym
ent Policy:The 
A
lgerian C
ase”
講師
　
R
aouf K
acim
i （アルジェ大学）
▼二〇一四年四月一一日パリ政治学院（
Sciences Po / C
ER
I ）研究員
来日講演会報告者
　
R
oland M
archal
題目
　
 「サヘル（サハラ砂漠南縁地域）における武装イスラーム集団の力学：
 
今後の調査のための論点」
報告者
　
Fariba A
delkhah
題目
　
 「土地と戦争：
 アフガン危機の人類
学的分析試案」
▼「アジア・アフリカにおける諸宗教の関係の歴史と現状」研究会二〇一四年度第一回研究会（二〇一四年六月二二日） 、第二回（一二月一三日） 、第三回（二〇一五年一月一六日） 、第四回（三月一九日）?
?
 ????????????
?
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構で
は、二〇一三―一四年度の二年間わたり桜井啓子機構長を代表に鹿島学術振興財団研究助成を「乾燥地域における水資源管理をめぐるイスラーム的合意形成――ナイル川流域とアラビア半島の比較」をテーマに助成を受けました。二〇一四年度は二名の海外調査派遣 、以下のシンポジウム 開催しました。▼二〇一五年二月二一日 二二日シンポジウム「中東地域の水資源と環境
 
――伝統と変容、過去から未来へ」報告者
　
岡村知明
（国士舘大学）
題目
　
 「インドの歴史的居住環境と水利建造物――カティアワール地方・マングロール市の調査報告より」
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報告者
　
竹村和朗
（東京大学）
題目
　
 「エジプトにおける水資源開発と国家：トシュカ計画の事例から」
報告者
　
佐藤尚平
（金沢大学）
題目
　「アブダビ調査報告」
報告者
　
吉村武典
（早稲田大学）
題目
　「エジプト調査報告」
　
報告者
　
縄田浩志
（秋田大学）
題目
　
 「地球の未来への要としての水――「貧而無怨難、富而無驕易」
」
コメンテーター深見奈緒子
（早稲田大学）
牛木久雄
（片倉もとこ記念沙漠文化財団）
?
?
??????
???
?
 ???? ?????????
??
? ?
▼二〇一四年四月一三日フレデリック・ボダン教授来日セミナー講師
　
 Frédéric B
auden （リエージュ大学）
題目
　
 “D
eception and the Value of Truth: A
 
C
ase Study from
 the Fifteenth C
entury”
▼二〇一四年七月一二日サイード・アミール・アルジョマンド氏来日講演会講師
　
 Saïd A
m
ir A
rjom
and （
ストー ニー ブ
ルック大学）
題目
　
 “Persianate Studies: State of the A
rt”
▼二〇一四年七月一二日日本学術振興会科学研究費基盤研究「モノの世界から見た中世イスラームの女性――ガラス器と陶器を中心に」共催研究会報告者
　
 井上貴智
（早稲田大学）
題目
　
 「中世イスラームにおける錬金術と蒸留技術」
報告者
　
 法貴遊
（京都大学）
題目
　
 「眼病治療における鉱物の使用について――一一
―
一三世紀のカイロ・
ゲニザ文書の事例から」
▼二〇一五年一月三〇日シンポジウム『イスラー ムの「乱」と「静」――深刻化する政治社会と豊かな文化の伝統――』第一セッション報告者
　
 保坂修司
（日本エネルギー経済研究
所）
題目
　
 「イスラーム国――その思想と影響」
報告者
　
見市建
（岩手県立大学）
題目
　
 「インドネシアの新政権と宗教市場」
報告者
　
鈴木恵美（
早稲田大学）
題目
　
 「 『アラブの春』後のエジプト」
第二セッション報告者
　
深見奈緒子
（国士舘大学）
題目
　
 「危機に曝される歴史的イスラーム建築」
報告者
　
鈴木孝典
（東海大学）
題目
　
 「イスラームと天文知識」
報告者
　
真道洋子
（早稲田大学）
題目
　
 「フスタート遺跡出土遺物にみるガラスの形態」
???
?
 ????????????????
　
早稲田大学イスラーム地域研究機構で
は、共同利用・共同研究の支援体制の一環として、イスラーム地域研究機構資料室や共同研究室に、図書資料やマイクロフィルム・リーダー 大判プリンタなどの施設やなどを設置し、研究者の利用に供しています。施設については機構ウェブサイト（http: //w
w
w
.islam
icareastudies.jp/joint/ ）を
ご覧ください。　
特に貴重な資料として、マイクロフィッ
シュ資料『英国図書館所蔵アラビア語写本集成』があります。全八部、合計一五，〇〇〇点近くのアラビア語写本で構成されるこの集成は、法・科学・哲学・文学 歴史などの様々な分野 研究者にとって利用価値の高いコレクションとなっています。当機構では、カタログを元に全セクションのデータベース化を行いました。右記ウェブサイトからも閲覧が可能です。セクションＡ：
 聖典クルアーンとクルアー
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ン学
　
Ａ．一．聖典クルアーン
　
Ａ．二．クルアーンの朗読と朗誦
　
Ａ．三．注釈
　
Ａ．四．クルアーン関連文献
セクションＢ：ハディース学セクションＣ：
 カラーム（イスラーム神学）
セクションＤ：
 イスラーム法学（フィクフ）
Ｄ．一．イスラーム法Ｄ．二．
 法学派（ａ～ｅ：スンナ派四法学派及びシーア派）
Ｄ．三．相続Ｄ．四．その他セクションＥ：神秘主義と敬虔セクションＦ：祈りと説教セクションＧ：哲学セクションＨ：倫理と政治セクションＩ：伝記　
Ｉ．一．ムハンマドの伝記
　
Ｉ．二．総記
セクションＪ：歴史セクションＫ：言語（アラビア語）　
Ｋ．一．アラビア語文法
　
Ｋ．二．辞書学・文献学
　
Ｋ．三．修辞学・韻律学
セクションＬ：文学　
Ｌ．一．アラビア詩
　
Ｌ．二．アラビア散文
　
Ｌ．三．選集・その他の文学作品
　
Ｌ．四．官能的な作品
セクションＭ：芸術と科学
　
Ｍ．一．百科事典
　
Ｍ．二．原始科学
　
Ｍ．三．医学
　
Ｍ．四．数学
　
Ｍ．五．天文学
　
Ｍ．六．地理学
　
Ｍ．七．諸芸術・諸科
セクションＮ：
 バーブ教・バハーイー教文献
セクションＯ：ドゥルーズ派文献セクションＰ：キリスト教文献セクションＱ：ユダヤ教文献セクションＲ：その他の文書　
その他のコレクションについても名称の
み掲載します。併せて皆様のご利用をお待ちしております。・
 シカゴ大学所蔵シャイヒー派写本コレクション
・
 米国国立公文書館
　
米国国務省機密
文書セントラル・ファイル――エジプト事情（一九五〇―一九五四）
 “C
onfi
dential 
U
.S. State D
epartm
ent C
entral Files. EG
Y
PT: 
Internal A
ffairs and Foreign A
ffairs, 1950-
1954”
・
 呉海鷹主編『回族典蔵全書』 （全二三五冊、甘粛文化出版社・寧夏人民出版社）
???
?
???????????
??? ??????????????　
本プロジェクトの研究所（所長
　
小島
宏・早稲田大学社会科学総合学術院教授）は、イスラーム地域研究機構内の専任教
員・研究員も多く加わって組織された研究グループが、二〇一〇年度より学内の重点領域研究として採択されたことを契機に発足したプロジェクトである。 「アジアにおけるムスリム・マイノリティと非ムスリム・マジョリティの共生に関す 国際比較研究」をテーマとし、日本をはじめ、中国・台湾 韓国・東南アジア諸国のムスリム＝マイノリティの実態について することを目的としてい 。二〇一一年度からは科学研究費（基盤研究Ｂ） 「東国における スリムと非ムスリムの共生：ライフスタイル変容の比較 」の採択を受けて、さらに多くの研究者の参加を得ることとなった。　
おもな活動として、定例の研究会に加
え、毎年、国際ワークショップ、 スジド（モスク）代表者会議などを組織しており、イスラーム地域研究機構との共催も い。調査報告を含む活動の詳細については、研究所が発行している年次報告書や研究所ウェブサイトをご参照いただければ幸 である。　
二〇一四年度は以下の活動を主催した。
▼二〇一四年五月二四日～二五日国際シンポジウム「ア デュルレシト・イブラヒムとその時代」五月二四日第一セッション
　
アブデュルレシト・イブ
ラヒムとその時代司会：小松久男
（東京外国語大学）
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報告者
　
 N
eslihan A
rul A
ksoy (A
b
d
ü
rreşit 
İbrahim
’in Torunu-İzm
ir)
題目
　
 “A
b
d
ü
rreşit İb
rah
im
’d
en
 G
erid
e 
K
alanlar”
報告者
　
山﨑典子（
東京大学）
題目
　
 “A
b
d
ü
rreşid
 İb
rah
im
’s Jo
u
rn
ey
 to 
C
hina: M
uslim
 C
om
m
unities in the 
Late Q
ing Period as Seen by a R
ussian-
Tatar Intellectual”
報告者
　
 Ertan G
ökm
en (A
nkara Ü
niversitesi)
題目
　
 “A
bdürreşit İbrahim
’in Seyahatnam
esine 
Göre Kore” 
報告者
　
 M
erthan D
ündar (A
nkara Ü
niversitesi)
題目
　
 “A
bdürreşit İbrahim
 H
akkındaki P
olis 
K
ayıtları Ü
zerine”
第二セッション
　
ロシア・ムスリムの民族
運動・トルコと日本の中央ユーラシア政策司会
　
松長昭
（笹川平和財団）
報告者
　
 A
b
d
u
lla
h
 G
ü
n
d
o
ğ
d
u
 (A
nkara 
Ü
niversitesi)
題目
　
 “R
u
sy
a M
ü
slü
m
an
ları Y
en
ileşm
e 
Ç
izgisinde (C
edidizm
de) İsm
ail 
G
asp
ıralı v
e A
b
d
ü
rreşid
 İb
rah
im
 
Ü
zerine K
arşılaştırılm
alı B
ir Z
ihniyet 
ve U
sûl İncelem
esi”
報告者
　
 A
lper A
lp (G
azi Ü
niversitesi)
題目
　
 “İsm
ail G
asp
ıralı’n
ın
 C
ed
itçilik 
P
rogram
ı Ç
erçevesinde B
ir C
editçi 
O
larak A
bdürreşit İbrahim
”
報告者
　
澤井充生
（首都大学東京）
題目
　
 “Is Turkish M
uslim
 ‘U
thm
an a “D
a‘i” or 
“Intelligence A
gent”? “C
ollaboration” 
betw
een Japanese A
rm
y and M
uslim
 
M
inorities in China”
報告者
　
 İsm
ail T
ürkoğlu (M
arm
ara Ü
niversitesi)
題目
　
 “T
ürkistan’da H
ayali Japon C
asusları 
(1920-1937)”
第三セッション
　
タタール移民と日本
司会
　
店田廣文（早稲田大学）
報告者
　
 L
arisa U
sm
anova (K
azan Federal 
U
niversity)
題目
　
 “Tatar Em
igrants’ N
ext G
eneration in 
Japan: C
hildren of D
ifferent C
ultures”
報告者
　
 沼田彩誉子
（早稲田大学／ボアジチ
大学）
題目
　
 「タタール移民の「その後」――極東生まれ第二世代の移住」
報告者
　
福田義昭
（大阪大学
）
題目
　
 “K
obe M
osque and the L
ocal M
uslim
 
C
om
m
unity: From
 Their B
eginnings to 
the A
fterm
ath of W
W
 II”
報告者
　
小野亮介（
慶應義塾大学）
題目
　
 “T
urancılık Ü
çgeninde B
ir M
uhacir 
A
lim
can Tagan: Japonya, M
acaristan ve 
T
ürkiye ”
五月二五日第四セッション
　
アブデュルレシト・イブ
ラヒムとその著作司会
　
三沢伸生（
東洋大学）
報告者
　
 M
ustafa B
alcı (Y
unus E
m
re E
nstitüsü)
題目
　
 “Â
lem
-i İslâm
'ın Ü
slup ve A
nlatım
ı 
Ü
zerine”
報告者
　
İbrahim
 M
araş (A
nkara Ü
niversitesi)
題目
　
 “A
bdürreşit İbrahim
‛e G
öre M
üsülm
anların 
G
eri K
alm
a Sebepleri”
報告者
　
 A
siya R
akhim
ova (K
azan Federal 
U
niversity, R
ussia)
題目
　
 “A
b
d
u
rreşid
 İb
rah
im
’in
 ‘M
İR
’A
T
’ 
alm
anahı (m
ecm
uası)
報告者
　
 İhsan D
em
irbaş (K
azan Yunus Em
re 
M
erkezi)
題目
　
 “A
b
d
ü
rreşit İb
rah
im
’in
 O
ren
b
u
rg 
R
u
h
a
n
i İd
a
re
sin
d
e
k
i G
ö
re
v
i v
e 
Faaliyetleri”
▼二〇一四年七月四日二〇一四年度第一回アジア・ムスリム研究会報告者
　
島田大輔
（早稲田大学）
題目
　
 「戦時下日本の回教政策――大日本回教協会と外務省を中心に」
▼二〇一四年一〇月一〇日二〇一四年度第二回アジア・ムスリム研究会
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報告者
　
森千香子
（一橋大学）
題目
　
 「フランスのイスラモフォビアとハラール」
▼二〇一五年一月三一日ムスリム学生特別懇談会（全国ムスリム学生代表者会議）▼二〇一五年一月三一日第七回マスジド（モスク 代表者会議「ヤング・ムスリムの将来設計」▼早稲田大学 学生カフェ二〇一四年度第一回（二〇一四年四月二五日） 、第二回（一〇月三日）?
?
?????????
ＴＩＡＳ（東京大学拠点）▼二〇一四年五月一八日二〇一四年度第一回パレスチナ研究班定例研究会報告者
　
金城美幸
（立命館大学）
題目
　
  「パレスチナ／イスラエルにおける歴史学的知の生産――生成・変容とその基盤」
報告者
　
鶴見太郎
（埼玉大学）
題目
　
 「シオニズムの『国際化』――帝国崩壊と極東のロシア
･
シオニスト」
▼二〇一四年六月三日二〇一四年度第二回パレスチナ研究班定例
研究会講師
　
キファー・アフィフィ
題目
　
 「紛争の記憶とオーラルヒストリー――キファー・アフィフィによるパレスチナ抵抗運動の語り」
▼二〇一四年七月二三日二〇一四年度第三回パレスチナ研究班定例研究会報告者
　
武田祥英
（千葉大学）
題目
　
 「パレスチナにおける英国の石油政策の展開について――英帝国の通商・石油政策の要としてのハイファ」
報告者
　
 今野泰三
（日本国際ボランティアセ
ンター／大阪市立大学）
題目
　
 「パレスチナ・ガザ地区における国際援助とＮＧＯの機能
▼二〇一四年八月二八日第三六回中央ユーラシア研究会報告者
　
 D
iliara U
sm
anova （
カザン連邦大学
／北海道大学スラブ研究センター）
題目
　
 “Российские м
усульм
ане и пропаганда 
в услови
ях первой
 м
и
ровой
 вой
н
ы
 
(1914-1916)”
▼二〇一四年一〇月一一日「中東・イスラーム諸国の民主化」研究班・科研費基盤研究（Ａ） 「アラブ革命と中東政治構造変容に関する基礎研究」共催研究会「ガザの人権を考える――ラジ・ス
ラーニ氏講演とガザ映画上映」講師
　
ラジ・スラーニ
題目
　
 「二〇一四年ガザ攻撃で何が起こったのか」
映画上映『ガザに生きる』▼二〇一五年二月二一日第三八回中央ユーラシア研究会報告者
　
 Zaynabidin A
bdirashidov （ウズベキ
スタン国立大学／北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター）
題目
　
 “Ф
итрат в Т
урции: П
ервы
е попы
тки 
“свободы
 через И
слам
ˮˮ
▼二〇一五年三月三日「中東・イスラーム諸国の民主化」研究班・研究会（開催予定）報告者
　
澤江史子
（上智大学）
題目
　
 「トルコ大統領選に見るトルコ政治のゆらぎ」 （仮題）
報告者
　
石黒大岳
（アジア経済研究所）
 
題目
　
  「野党か反体制派か――クウェートとバーレーンにおける議会政治の展開と政治参加の曲折」 （仮題）
ＳＩＡＳ（上智大学イスラーム地域研究センター
）
▼二〇一四年六月八日二〇一四年度第一回「イスラーム運動と社会運動・民衆運動」研究会報告者
　
 福永浩一
（上智大学）
、横田貴之
（日本大学）
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題目
　
 「ハサン・バンナー論考――史料から見えるバンナーの思想と社会」
報告者
　
今井真士
（日本学術振興会）
題目
　
 「政治経済（学）的要因から政治体制論の系譜を辿る」
▼二〇一四年七月二六日二〇一四年度第二回「イスラーム運動と社会運動・民衆運動」研究会報告者
　
 ケイワン・アブドリ（
神奈川大学）
題目
　
 「イラン・イスラーム共和国における国有コングロマリットの形成と
　
含意： 「被抑圧者財団の事例」 」
報告者
　
岩崎えり奈
（上智大学）
題目
　「エジプトの革命と社会経済変容」
▼二〇一四年七月二八日二〇一四年度第一回スーフィズム・聖 信仰研究会報告者
　
山本直輝
（京都大学）
題目
　
 「オスマン朝期のイスラーム改革――ビルギヴィーのシャリーア絶対主義的タサウウフ」
共催
　
  京都大学イスラーム地域研究センター
▼二〇一四年九月二四日ＳＩＡＳ・上智大学アジア文化研究所共催セミナー「グローバルな知的交流のなかの東南アジア・ウラマー――歴史的視点と現代的意義」
報告者
　
 A
zyum
ardi A
zra (Syarif H
idayatullah 
State Islam
ic U
niversity, Jakarta)
題目
　
 “T
he S
ignifi
cance of S
outheast A
sia for 
G
lobal Islam
ic S
tudies: U
lam
a 
N
etw
orks in H
istorical and Sociological 
Perspective”
報告者
　
塩崎悠輝
（日本学術振興会）
題目
　
 “K
itab Jaw
i Study and Exploration of 
the G
lobal U
lam
a N
etw
ork: Succession 
of the Islam
ic Intellectual H
eritage 
am
ong the Southeast A
sian U
lam
a”
▼二〇一四年一〇月二四日ＳＩＡＳ・上智大学アジア文化研究所共催カレル・ステーンブリンク氏講演会講師
　
 カレル・ステーンブリンク
（ユトレ
ヒト大学）
題目
　
 “R
eligion in Independent Indonesia, 
1945-2014”
▼二〇一四年一二月六日イスラ・ミッラージュ物語の比較に関する勉強会報告者
　
川島緑
（上智大学）
題目
　
  「上智大学アジア文化研究所所蔵東南アジアキターブ・コレクション紹介」
報告者
　
小河久志
（大阪大学）
題目
　「バンコクでのキターブ収集報告」
報告者
　
菅原由美
（大阪大学）
題目
　
 「イスラ・ミッラージュ物語の比較研究に向けて」
▼二〇一五年一月二四日国際シンポジウム「 『アラブの春』後の中東におけるイスラーム主義の再考」セッション一報告者
　
 アッザアーム・フネイディ
（ヨル
ダン、イスラーム行動戦線党・元議員）
題目
　
 “Islam
ism
 and Islam
istsˮ
 報告者
　
清水雅子
（上智大学）
題目
　
 “Political Pow
er-sharing w
ithout 
G
overnm
ent Posts?: H
am
as and the 
Palestinian Politics of N
ational 
R
econciliation since 2011ˮ
報告者
　
 フィクリー・ナビール
（エジプト、
A
U
C
）
題目
　
 “Egyptian Politics after 2011 U
prising: 
The effect of Islam
ism
 on C
ivil M
ilitary 
R
elations during T
ransition in E
gyptˮ
討論者
　
北澤義之（京都産業大学）
セッション二報告者
　
石黒大岳
（アジア経済研究所）
題目
　
 “M
uslim
 B
rotherhoods in the G
ulf 
C
ountries: Political Participation and its 
C
onsequences in K
uw
aitˮ
報告者
　
 ズビール・アルース
（アルジェ大学）
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題目
　
 “The Islam
ic Era and W
om
en Issues in 
the A
rab C
onstitutions betw
een the 
Problem
atic of Identity and Social 
P
rohibitionsˮ
討論者
　
渡邊祥子（
アジア経済研究所）
総合コメント
　
 清水学
（ユーラシア・コンサ
ルタント）
▼二〇一五年三月二日「東南アジア・ムスリムと近代」研究班ワークショップ「アジアのムスリムとパレスチナ問題――一九三〇年代を中心に」報告者
　
小林寧子
（南山大学）
題目
　
 「インドネシア・ムスリムとパレスチナ問題――一九三〇年代のイスラーム定期刊行物を中心に」
報告者
　
松本ますみ
（室蘭工業大学）
題目
　
 「日本占領下中国ムスリムが伝えた中東情勢――一九三〇年代末から一九四〇年代初頭」
報告者
　
山根聡
（大阪大学）
題目
　
 「ウルドゥー詩にみられるパレスチナ問題――インド・ムスリムのまなざし」
コメント
　
臼杵陽
（日本女子大学）
司会
　
川島緑
（上智大学）
ＫＩＡＳ（京都大学拠点）▼二〇一四年五月三〇日～六月一日国際ワークショップ5th International Sym
posium
 on Islam
, 
C
ivilization, and Science: Islam
 as a B
asis for 
C
ivilizational Thought and D
evelopm
ent
共催
　
 科研費基盤研究（Ａ） 「グローバル化時代に対応する二一世紀型イスラーム学の構築」
　　　
 京都大学学際融合教育 究推進センター・アジア研究教育ユニット（ＫＵＡＳＵ）
　　　
 マレーシア国民 イスラーム文明研究所
五月三〇日講演
　
 D
atuk D
r. N
oor A
zlan G
hazali (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
基調講演
　
 YA
B
hg Tun A
bdullah H
j A
hm
ad 
B
adaw
i (Fifth Prim
e M
inister of 
M
alaysia)
五月三一日基調講演一
　
 M
o
h
d
 Y
u
so
f H
j O
th
m
an 
（
U
niversiti K
ebangsaan, M
alaysia ）
題目
　
 “W
asatiyyah: The W
ay Forw
ard for 
Islam
 H
adhari”
基調講演二
　
小杉泰
（京都大学）
題目
　
 “Islam
ic C
ivilization and its Prospective 
C
ontributions to the G
lobal Society”
セッション一報告者
　
 Ism
ail bin H
aji Ibrahim
 (U
niversiti 
Islam
 M
alaysia)
題目
　
 “Im
pacts of G
lobalisation: The Islam
ic 
R
esponse”
報告者
　
 M
ohd N
asran M
oham
ad (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “Islam
ophobia in W
estern Societies w
ith 
Special Reference to O
IC
 O
bservatory 
Reports”
報告者
　
黒田彩花
（京都大学）
題目
　
 “Islam
, P
ost-N
ationalism
, P
ost-
Secularism
: Theoretical Issues in the 
Study of Islam
ic Politics”
報告者
　
 M
uham
m
ad H
ilm
i Jalil (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “H
um
an Identity: B
etw
een Islam
 and 
the W
est”
セッション二報告者
　
 M
uham
m
ad H
akim
i M
ohd Shafiai   
(U
niversiti K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “The R
ole of State-C
reated A
gencies in 
Prom
oting the Islam
ic M
icrofinance 
Institutions to Fight R
ural Poverty”
報告者
　
N
ur Indah R
iw
ajanti （京都大学）
題目
　
 “Exploring the Prospect and Econom
ic 
D
evelopm
ent R
ole of Islam
ic M
icrofinance 
Institutions in Developing M
icroenterprises: 
Em
pirical A
nalysis on Clients and Suppliers 
Perspective in Indonesia”
報告者
　
 M
ohd A
dib Ism
ail (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia) 
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題目
　
 “R
oles of Inform
ation in C
apital 
M
arket: T
he C
ase of G
overnm
ent 
Interventions”
報告者
　
長岡慎介
（京都大学）
題目
　
 “W
aqf and R
einventing the Islam
ic 
E
conom
ic System
 in the M
odern 
W
orld: P
ioneering P
ractice in 
Singapore”
報告者
　
 M
ohd A
li M
ohd N
oor (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “The A
xiom
atic A
pproach of Taw
hid in 
Solving Issues in H
alal Econom
y”
六月一日セッション三報告者
　
山本健介
（京都大学）
題目
　
 “Politics of D
em
ography and U
rban 
Space in “the Land of Prophets”: Israeli 
Palestinian C
onflict and O
ccupation 
Policy”
報告者
　
 M
oham
ad Sabri H
aron  (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “W
ealth Preservation in the C
ontext  of 
M
aqasid al-S
yari’ah (O
bjectives of  
Shariah): M
alaysia’s R
ole in R
ealizing 
the C
oncept of Econom
ic Jihad”
報告者
　
上原健太郎
（京都大学）
題目
　
 “E
conom
ics of R
ahn (Islam
ic 
Paw
nbroking): Issues and C
ases in 
B
runei D
arussalam
”
報告者
　
川村藍
（京都大学）
題目
　
 “D
eveloping S
tage of D
ispute 
R
esolution System
 for Islam
ic Finance: 
M
alaysia M
odel and D
ubai A
pproach”
セッション四報告者
　
 Latifah A
m
in (U
niversiti K
ebangsaan, 
M
alaysia)
題目
　
 “Islam
ic Perspectives on the Perm
issibility 
Status of Plant Biotechnology”
報告者
　
 M
oham
ad Firdaus Pozi (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “M
uslim
 R
esponses to Q
uantum
 
Theory and the N
ature of R
eality”
報告者
　
 Siti R
ugayah H
j. Tibek  (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “Language Style of ‘M
atal’ al-Q
uran as 
A
 M
edia of Preaching”
報告者
　
 M
azlan
 Ib
rah
im
 (U
n
iv
ersiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “U
slub al-Q
uran in Explaining H
um
an 
B
ehaviour”
報告者
　
 D
ato’ P
aduka Z
akaria S
tapa 
(U
niversiti K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “Sufism
 as A
 Pivotal Point of Islam
ic 
Strength”
ポスターセッション
報告者
　
 D
atin Paduka, Jaw
iah D
akir (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “C
om
parative Study of Islam
ic and  
W
estern Pespectives on W
ell-B
eing 
Indicators”
報告者
　
 E
rm
y A
zziaty R
ozali (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “The R
esponse of the M
alay Society 
tow
ards the A
bolition of the O
ttom
an 
C
aliphate”
報告者
　
 R
oziah Sidek @
 M
at Sidek (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “The C
oncept of Interaction betw
een 
Islam
ic and O
ther C
ivilizations”
報告者
　
 A
m
ira A
jeerah binti M
ohd Sam
si 
(U
niversiti K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “T
he A
pplicability of A
r-R
ahn for 
M
icro Enterprise Survival: A
n A
nalysis 
from
 Taw
hidi Econom
ics Perspectives”
報告者
　
竹田敏之
（京都大学）
題目
　
 “M
odern D
evelopm
ents of A
rabic as a 
Language of Islam
ic C
ivilization”
報告者
　
 K
hashan A
m
m
ar （京都大学）
題目
　
 “M
apping the R
evival of H
adith 
S
cience in the 20th C
entury M
ashriq”
報告者
　
 足立真理
（京都大学）
題目
　
 “R
enovation of C
ontem
porary Zakat in 
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Indonesia: Tow
ard Islam
ic Econom
ics 
of Philanthropy and C
om
m
unity 
W
elfare”
報告者
　
 池端蕗子
（京都大学）
題目
　
 “Resurgence or New M
aking of Sectarianism? 
Sunni=Shiʻi Ideological C
onflict in the 
Contem
porary M
iddle East”
報告者
　
村中美奈子
（京都大学）
題目
　
 “Civil W
ar in Syria as Violent M
anifestation 
of U
ngovernability: Reflections on Its 
Structural Causes”
報告者
　
松山訓典
（京都大学）
題目
　
 “R
evival of S
ufism
 and T
ariqa in the 
19th C
entury South A
sia: The C
ase of 
M
ujahidin M
ovem
ent”
セッション五報告者
　
 K
hairul A
nw
ar M
astor (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “R
ole of R
eligiosity in the D
evelopm
ent  
of Personality and as Protective 
M
echanism
 against D
isobedience”
報告者
　
 B
ayu T
aufiq P
ossum
ah (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “E
conom
ic D
istribution in Islam
: 
V
irtues and Philosophical in N
ature”
報告者
　
 A
zam
i Zaharim
 (U
niversiti K
ebangsaan, 
M
alaysia)
題目
　
 “Enhancing Engineers: Engineering 
Ethics to C
are for the Society”
報告者
　
 Fariza M
d Sham
 (U
niversiti K
ebangsaan, 
M
alaysia)
題目
　
 “Islam
ic Psychotherapy A
pproaches to 
O
v
erco
m
e T
een
ag
erʼs H
y
sterical 
Experience in M
alaysia”
報告者
　
山本直樹
（京都大学）
題目
　
 “Sufism
 of the “A
nti-Sufi”? Im
am
 
B
irgivi on Islam
ic R
evivalism
 in the 
O
ttom
an Em
pire”
セッション六報告者
　
 Jaffary Aw
ang (U
niversiti K
ebangsaan, 
M
alaysia)
題目
　
 “The R
ole and C
ontributions of N
on-
M
alay M
uslim
s in Prom
oting Inter-
R
eligious D
ialogue in M
alaysia”
報告者
　
 A
m
m
alina D
alillah M
ohd Isa (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “Ship B
uilding Industry in The Era of 
Sultan M
uham
m
ad A
l-Fatih”
報告者
　
 N
urliyana M
ohd Talib (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
 “O
rientalist M
ethodology in the Study 
of Islam
ic H
istory and C
ivilization”
報告者
　
渡邉駿
（京都大学）
題目
　
 “R
egim
e Stability and V
ulnerability of 
the A
rab M
onarchical States: The C
ase 
of H
ashem
ite K
ingdom
 of Jordan”
報告者
　
 M
ashitoh Y
aacob
 (U
niversiti 
K
ebangsaan, M
alaysia)
題目
　
“Ethics of C
onsum
ption”
▼二〇一四年六月二一日ワークショップ
“Japan-Indonesia Forum
 on 
Islam
ic Ethics, Econom
ics and G
overnance”
共催
　
 科研費基盤研究（Ａ） 「グローバル化時代に対応する二一世紀型イスラーム学の構築」
基調講演講演者
　
 N
ur Indah R
iw
ajanti (K
yoto 
U
niversity)
題目
　
 “Islam
ic M
icrofinance in Indonesia: 
D
evelopm
ent, C
hallenges and 
C
ontribution”
セッション一講演者
　
 H
assan Shakeel Shah (U
niversiti 
B
runei D
arussalam
)
題目
　
 “T
he R
ole of the S
hariʻah D
epartm
ent 
in the B
ank Islam
 B
runei D
arussalam
”
講演者
　
上原健太郎
（京都大学）
題目
　
 “Theory and Practice of Rahn (Pawnbroking) 
in Islam
ic Finance: Its Characteristics of 
Brunei Products”
講演者
　
足立真理
（京都大学）
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題目
　
 “Zakat Practice in Indonesia: Its H
istory 
and C
ontem
porary Issues”
講演者
　
K
hashan A
m
m
ar （京都大学）
題目
　
 “R
iba and B
ay‘a: R
eflections on the 
Q
ur’anic Verses, Prophetic Traditions 
and their Interpretations”
セッション二講演者
　
渡邉駿
（京都大学）
題目
　　
 “H
istorical T
urbulence and the 
R
egim
e Stability of the H
ashem
ite 
K
ingdom
 of Jordan: A
 Study on its 
Internal and E
xternal Political 
Process from
 the 1967 W
ar to the 
B
lack Septem
ber”
講演者
　
村中美奈子
（京都大学）
題目
　
 “A
rab U
prising and the U
nfolding C
ivil 
W
ar in Syria”
講演者
　
池端蕗子
（京都大学）
題目
　
 “A
m
m
an M
essage from
 Jordan: Sunni-
Shiite C
onflicts and Path to R
econciliation 
in the M
iddle East”
講演者
　
山本健介
（京都大学）
 
題目
　
 “Judaization Policy and Palestinian 
R
esistance in the O
ld C
ity of H
ebron / 
al-K
halil”
▼二〇一四年七月五日講演会「知の先達に聞く――後藤明先生を
お迎えして」講演者
　
後藤明
（東京大学名誉教授）
▼二〇一四年七月九日C
laudia B
aum
gart-O
chse 氏講演会
講演者
　
 C
laudia B
aum
gart-O
chse (T
he 
Executive B
oard, Peace R
esearch Institute 
Frankfurt)
題目
　
 “P
alestine and the International 
Statebuilding A
genda: A
 W
ay Forw
ard 
to Peace?”
▼二〇一四年九月二二日A
zyum
ardi A
zra 氏講演会
講演者
　
 A
zyum
ardi A
zra (Syarif H
idayatullah  
State Islam
ic U
niversity, Jakarta)
題目
　
 “The Significance of Southeast A
sia 
(‘the Jaw
ah W
orld’) in the G
lobal Study 
of Islam
: In H
istorical as w
ell as 
C
ontem
porary Perspectives”
▼二〇一四年一二月九日ＫＩＡＳグローバル研究セミナー「ファルーク・アーミル駐日パキスタン大使
 講演会」
講演者
　
 ファルーク・アーミル
（駐日パキ
スタン大使）
題目
　
“Japan P
akistan R
elationsˮ
▼二〇一五年二月一七日ＫＩＡＳ「国際関係（国際組織・情報ネットワークを含む） 」研究班研究会
報告者
　
 保坂修司
（日本エネルギー経済研究
所）
題目
　
 「イスラーム国の「なぜ」――カリフ・奴隷・捕虜」
報告者
　
山根聡
（大阪大学）
題目
　
 「テロとイスラームの決別――パキスタンの新たな動き」
ＴＢＩＡＳ（東洋文庫拠点
)
文部科学省拠点強化事業「日本における中東
･
イスラーム研究文献データベースの遡
及入力事業」代表
　
後藤敦子
（東洋文庫）
※データベースの入力件数は五二，二〇〇件です（二〇一四年一二月現在） 。詳しくは下記のサイトをご参照下さい。http://tbias.jp/chutodb_help
▼「シャリーアと近代」研究会共催
　
ＴＢＩＡＳ
　　　
 科研費基盤研究Ｂ「イスラーム法の近代的変容に関する基礎研究：オスマン民法典の総合的研究」
平成二六年度第一回研究会（二〇一四年） 、第二回（一一月九日） 、第三回（一一月三〇日）第四回（二〇一五年一月一二日） 、第五回（ 月一五日）▼「イスラーム圏におけるイラン式簿記術の成立と展開」研究会共催
　
ＴＢＩＡＳ
　　　
 科研費基盤研究Ｂ「イスラーム圏に
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おけるイラン式簿記術の成立と展開」 （代表・高松洋一）
平成二六年度第一回研究会（二〇一四年四月一八日） 、第二回（五月二六日） 、第三回（六月二三日） 、第四回（七月二一日） 、第六回（八月二五日） 、第七回（一一月二八日） 、第 回（一 月二二日） 、第九回（二〇一五年一月一九日）第一〇回（二月一六日）▼近代中央ユーラシア比較法制度史研究会共催
　
ＴＢＩＡＳ
　　　
 科研費基盤研究Ｂ「近代中央ユーラシア地域における帝国統治の比較法制度・法社会史的研究」 （代表・堀川徹）
第三回研究会（二〇一四年六月二一日） 、第四回（一一月二九日）▼二〇一 年八月五日第四回「卒論を書くための情報検索リテラシーセミナー」講師・題目三浦徹「論文作成の技法」 徳原靖浩「現地語資料の検索と利用」後藤敦子「研究文献の検索と利用」錦田愛子「調査地での資料散策▼二〇一五年三月二一日～二二日（開催予定）第一三回中央アジア古文書セミナー三月二一日
報告者
　
菅原純
（東京外国語大学）
題目
　
 「カーディ文書を中心とする新疆テュルク語民間文書：概説と講読」
報告者
　
 バーキー・テズジャン
（カリフォ
ルニア大学デイヴィス校）
題目
　
 「近世オスマン帝国研究の諸問題（仮） 」 （英語
)
三月二二日報告者
　
矢島洋一
（奈良女子大学）
題目
　
 「近世・近代西トルキスタンの合法売買文書」
報告者
　
磯貝健一
（追手門学院大学）
題目
　
 「一九世紀ブハラ・アミール国の訴状とその背面文書（または「判決文」 ）
　
その他、イスラーム地域研究機構では多
くの講演会、研究会活動を行っています。詳しくは、早稲田大学イスラーム地域研究機構ウェブサイト（http://w
w
w.kikou.w
aseda.ac.jp/ias/ ）をご参
照下さい。
